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一般質問などで、

市長に質問した

り、改善策を提

案します。

今回
の特
集

議会ってなぁに？

市民の為に税金が正しく使われている

か、チェックする組織です！

議員は毎年３、６、９、12月の４回開か

れる会議（定例会）に向けて各委員会や

議員個人で、市の問題やこれからについ

て、調査・検討をしています。

鉾田市議会は 20名で構成し、その中から一人議長（采配役）

を選びます。

残り19人の議員で、市長がやりたい仕事（議案）に各議員が、質

問をして、掘り下げ討論し、「賛成、反対」を多数決で決めます。

市長が提案する。

市議会が判断する。

新盆等のご挨拶を自粛しております。
　公職にあるものは、公職選挙法により選挙区内の住民にお金や物を送ったり

することが禁止されています。

　市民の皆様にはご理解をお願いします。
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　アントラーズホームタウン DMO はアント

ラーズを中心としたもので、鉾田市が職員を

派遣するメリットに乏しく、また民間の旅行

業への派遣に関する説明が不足している現状

では賛成できない。

●反対討論 ●賛成討論（小沼  勝 議員） （井川  倫士 議員）

平成30年第2回定例会

　鉾田市には農業や海、湖などの魅力的な観

光資源があるが、活かしきれておらず、本市

の観光は立ち遅れている。職員を派遣するこ

とにより、日本一の農業やスポーツなどの地

域資源を活用した観光振興につなげられる。

鉾田市職員の公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について

【提案趣旨】一般社団法人アントラーズホームタウンＤＭＯに職員を派遣できるよう条例の改正

を求めるもの

【審議結果】否決（賛成少数）

　鹿行 5 市の中で鉾田市だけが職員を派遣

するメリットは。

　アントラーズ DMOにおいて、鉾田の魅

力を生かした観光旅行の商品開発ができ

る。

　将来自立するために収益事業等を行う民

間団体への職員派遣には理解しかねる

が。

　今年度は事業の核となる商品開発を行う

ため、職員を派遣することで鉾田市の商

品を多く開発する趣旨なのでご理解いた

だきたい。

　2 月には職員派遣を決定していたのに、

3 月議会で改正案が提出されなかった理

由は。

　
アントラーズ DMOと商工観光課、人事

担当の総務課の連携がとれていなかっ

た。

　３月に開催された全員協議会では、職

員派遣に関して全く説明がなかったが、

DMO には既に 4 月から出張扱いで職員

が派遣されており、あとになってから条

例改正案を提出してくる。

　あまりにも議会軽視ではないか。

発
言

主な質疑・発言

　Destination Management Organization の略で、地域の観光事業を行う組織。

　観光事業を観光事業者だけで行うのではなく、第１次産業から第３次産業

まで、住民も行政もあらゆる地域の組織が一体となって観光客をもてなす仕

組みを地域全体で作ろうとすること。そしてこれらをまとめる組織。

ＤＭＯとは

問 問

問

答
答

答

気になる議案をピックアップ !!
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６
月
８
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　

・
開
会

　
　
　
　
　
　

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明

６
月
12
日
（
火
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

６
月
13
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

６
月
14
日
（
木
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問

６
月
18
日
（
月
）
総
務
企
画
常
任
委
員
会

６
月
19
日
（
火
）
経
済
建
設
常
任
委
員
会

６
月
20
日
（
水
）
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

６
月
22
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　

・
市
長
提
出
議
案
の
質

疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　

・
請
願
第
30

−
１
号
・

請
願
第
30

−

２
号
委

員
長
報
告
・
質
疑
・

討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　

・
議
議
案
第
２
号
提
案

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

　
　
　
　
　
　

・
閉
会

　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

８
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
15
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の

条
例
案
や
一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
案
、

教
育
長
の
任
命
な
ど
11
件
が
提
出
さ
れ
、

議
員
か
ら
は
、
鉾
田
保
健
所
廃
止
に
反

対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
13
人
の
議
員
か
ら
通

告
が
あ
り
、
中
学
生
の
海
外
派
遣
や
文

化
施
設
の
建
設
に
関
す
る
意
識
調
査
の

延
期
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
総
務
企
画
及
び

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
所
管
事
務
調

査
が
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
請
願

審
査
及
び
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
鉾
田
市
職
員
の
公

益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
案
が
否
決
さ
れ
、

そ
の
他
の
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
、
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
天

然
記
念
物
指
定
を
求
め
る
請
願
が
不
採

択
と
な
り
、
監
的
壕
の
史
跡
指
定
を
求

め
る
請
願
が
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
の
主
な
日
程

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
の
概
要

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会  

本
会
議
６
月
22
日

　
（
石
津
武
吉
議
員
）
保
健
衛

生
費
及
び
農
業
振
興
費
で
、

国
へ
の
派
遣
職
員
の
時
間
外
手
当

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
派
遣
先

と
時
間
外
の
積
算
内
容
は
。

　
（
総
務
部
長
）
派
遣
先
は
、

環
境
省
及
び
農
林
水
産
省
の

本
所
で
、
月
80
時
間
で
積
算
し
て

い
る
。

　
（
石
津
武
吉
議
員
）
月
80

時
間
は
過
労
死
ラ
イ
ン

で
、
国
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
は
な

い
か
。
派
遣
職
員
の
労
働
実
態
を

し
っ
か
り
と
調
査
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
（
高
野
衛
議
員
）
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
で
申
請
さ
れ
た

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
面
積
は
。

　
（
産
業
経
済
部
長
）
間
口
5.4

ｍ
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
１
１
１

棟
で
総
面
積
が
４
１
，
３
１
８
㎡
。

答答

主
な
質
疑

　
（
倉
川
陽
好
議
員
）
第
二
保

育
所
は
、
震
災
時
に
１
億
数

千
万
円
を
か
け
施
設
等
の
改
修
を

し
て
い
る
が
、
修
繕
の
具
体
的
な

内
容
は
。

　
（
健
康
福
祉
部
長
）
修
繕
を

す
る
施
設
は
、
昭
和
56
年
に

整
備
さ
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
。
震

災
時
に
は
修
繕
の
対
象
に
な
ら
な

か
っ
た
も
の
で
、
倉
庫
の
老
朽
化

に
加
え
、
４
月
の
強
風
に
よ
り
屋

根
の
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
。

答 問

問問

議
案
第
７
号　

平
成
30
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

提
言
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提出された議案等と審議結果

各議員の賛否が分かれた議案等

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議長　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

会
議
名

議員名

議案等

髙
埜　

栄
治

井
川　

倫
士

渡
辺　

拓
哉

亀
山　
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

郡
司　
　

功

小
沼　
　

勝

根
嵜　
　

眞

水
上　

美
智
子

入
江　
　

晃

岩
間　

勝
栄

井
川　

茂
樹

米
川　

宗
司

友
部　

政
德

山
口　
　

德

田
口　

清
一

堀
田　

正
衛

石
津　

武
吉

高
野　
　

衛

倉
川　

陽
好

討　論
採
決
結
果

※議案等に
ついて

賛成反対

第
２
回
定
例
会

第２号

専決処分の承認について
鉾田市国民健康保険
税条例の一部を改正
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 倉川高野 承認

第３号

鉾田市職員の公益法
人等への職員の派遣
等に関する条例の一
部改正について

○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ● 議 ● ● ○ ● ● ● ● ○ 井川
（倫）小沼 否決

第11号
鉾田市教育委員会教
育長の任命について

無記名投票　【賛成：11票　反対：８票／投票総数：19票】
※議長は投票に加わりません

- - 同意

請願
第30-2号

監的壕の史跡指定を
求める請願書

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 議 ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ - 石津 趣旨
採択

全会一致で可決された議案等

全会一致で不採択とされた議案等

会議名 議　案　等

第
２
回
定
例
会

第１号 専決処分の承認について　　鉾田市税条例の一部を改正する条例

第４号 鉾田市税条例の一部改正について

第５号 鉾田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について

第６号
鉾田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

第７号 平成30年度鉾田市一般会計補正予算（第１号）

第８号 平成30年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第９号 平成30年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

第10号 平成30年度鉾田市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議議案
第２号

鉾田保健所の廃止に反対する意見書

会議名 議　案　等
第
２
回

定
例
会

請願
第30-1号 カンムリカイツブリの天然記念物指定を求める請願書
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ここが聞きたい!!　一般質問

第２回定例会通告項目
議員名 質問事項

倉川　陽好

１．国民年金の加入状況について
２．中学生の海外研修について
３．ホストタウン計画について
４．コミュニティ施設について
５．市の公共施設の利用状況について
６．市長のトップセールスについて

小沼　　勝

１．鉾田市ブランドアップ強化について
２．鹿行 DMO 派遣事業について
３．市民意識調査（アンケート）凍結

について

渡辺　拓哉

１．（仮）市民交流館について
２．うまかっぺフェスタについて
３．市民の声をどのように聞いている

か？について

二重作茂兵衛

１．セクハラ・パワハラについて
２．大竹海岸の整備について
３．企業誘致について
４．飯名地区の説明会について
５．職員の異動について

米川　宗司
１．人事について
２．機構改革について
３．道路について

石津　武吉

１．異例の降格人事について
２．新総務部長の抜擢について
３．議会の議決の重さについて
４．いじめの根本原因について

井川　倫士

１．市民サービスの利便性向上に向け
て県内自治体と比較した本市の状
況について

２．将来にわたる福祉予算の見通しに
ついて

高野　　衛

１．核兵器廃絶運動の推進について
２．文化施設に関する市民意識調査に

ついて
３．上山・西部工業団地内の産廃施設

（PCB）進出計画について
４．新耐震計画の作成内容について
５．小学校廃校校舎の活用について
６．公共施設に太陽光発電施設の設置

と LED 化について

議員名 質問事項

水上美智子

１．学校での AED の普及と危機管理
体制について

２．子どもたちの安全対策強化について
３．防災士の取り組みについて
４．人口減少対策について
５．在宅での高齢者支援について
６．ミズノオープン戦とサーフィン大

会について

郡司　　功
１．まち・ひと・しごと人口ビジョン．

総合戦略について
２．ふるさと納税について

亀山　　彰

１．外国人児童，生徒について
２．幼児保育について
３．世界湖沼会議について
４．議決について
５．鉾田市の課題について

入江　　晃

１．文化施設に関する市民意識調査の
延期について

２．市民交流館建設の白紙撤回について
３．うまかっぺの開催について
４．農業振興に対する市の対応について
５．鉾田市の公共交通について

髙埜　栄治

１．少子化時代の社会ならびに国政の
変革に対応できる幼保一元化につ
いて

２．東関東自動車道水戸線の全線開通
に合わせた休憩施設の設置と周辺
連絡道等の整備計画と地域振興に
ついて

３．日本の食を担う鉾田市農業の持続
的発展を適えるための基礎労働力
の確保等について

一般質問とは？

議員が市政全般の現状や方針

などを問うものです。

ここでは、一般質問を要約し

て報告します。

ホームページで

一般質問の会議録が見られます

①鉾田市のホームページへアクセスする。

　アドレス http://www.city.hokota.lg.jp

②市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。

③会議録をクリックする。

また、各議員の QR コードを読み込むことで、

その議員の一般質問の録画を再生できます。

検　索
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

コミュニティ施

設の整備に対す

る支援は

アントラーズホー

ムタウンDMOへ

の職員派遣

の経緯は

倉 川  陽 好 議員小 沼 　 勝 議員

　

合
併
前
の
大
洋
地
区
で

は
、
小
学
校
用
地
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
建
て

ら
れ
、
地
域
の
集
会
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
鉾

田
地
区
の
旧
町
内
に
は
集
会

施
設
が
少
な
く
、
町
内
の
飲

食
店
を
利
用
し
て
行
っ
て
い

る
経
緯
も
あ
る
よ
う
だ
。
地

区
集
会
施
設
に
対
し
現
在
も

補
助
金
制
度
が
あ
る
な
ら
ば
、

小
学
校
跡
地
の
利
用
等
も
含

め
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
に
つ
い

　

鹿
行
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
つ

い
て
、
職
員
派
遣
の
決

定
時
期
と
、
平
成
30
年
３
月
定

例
会
に
派
遣
条
例
の
改
正
が

提
案
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
。

ま
た
、
担
当
職
員
の
出
張
を
含

め
、
今
後
の
鉾
田
市
の
関
わ
り

方
と
、
一
般
財
団
法
人
に
職
員

を
派
遣
し
た
場
合
の
給
与
の

負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
昨
年
12

月
に
設
立
準
備
委
員
会

委
員
長
か
ら
、
市
長
に
職
員

派
遣
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、

協
議
の
場
が
持
た
れ
た
。
そ

の
後
、
本
市
と
し
て
も
、
Ｄ

て
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
て
整
備
し
て
き
た
。

こ
の
助
成
制
度
は
現
在
も
あ

り
、
補
助
率
５
分
の
３
で
１
，

５
０
０
万
円
が
補
助
上
限
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
市

の
単
独
事
業
と
し
て
地
区
集

会
所
整
備
事
業
補
助
金
が
あ

り
、
地
区
の
区
民
数
に
応
じ
て

限
度
額
で
４
０
０
万
円
か
ら

１
，
５
０
０
万
円
ま
で
の
補
助

と
な
っ
て
い
る
。
鉾
田
地
区

の
集
会
所
に
つ
い
て
は
様
々

な
要
望
が
あ
り
、
ぜ
ひ
建
て
た

い
と
い
う
地
区
に
は
、
助
成
制

Ｍ
Ｏ
を
起
爆
剤
と
し
て
観
光

振
興
を
図
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
職
員
を
出
向
ま

た
は
派
遣
の
方
法
で
送
る
こ

と
と
し
、
本
年
２
月
の
第
１

回
Ｄ
Ｍ
Ｏ
理
事
会
で
報
告
さ

れ
た
。
３
月
に
市
人
事
担
当

と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
側
で
、
研
修
出
向

と
す
る
か
、
派
遣
法
に
基
づ

く
派
遣
と
す
る
か
協
議
し
、

６
月
議
会
に
派
遣
条
例
の
改

正
を
提
案
、
７
月
か
ら
派
遣

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
回

に
至
っ
た
。
３
月
議
会
へ
の

上
程
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思

う
が
、
協
議
が
３
月
に
な
っ

度
等
を
紹
介
す
る
な
ど
、
極

力
、
地
区
の
負
担
を
少
な
く
す

る
よ
う
な
形
で
支
援
し
て
い

き
た
い
。
市
街
地
区
に
は
少

人
数
区
も
多
く
、
２
～
３
地
区

合
同
で
利
用
で
き
る
よ
う
な

施
設
の
整
備
な
ど
、
小
学
校
跡

地
の
借
地
等
の
問
題
も
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

白
鳥
西
小
学
校
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り

体
操
や
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、

台
風
な
ど
の
災
害
時
の
避
難

場
所
な
ど
と
し
て
大
い
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
市
の
土
地

た
こ
と
に
よ
り
、
今
定
例
会

で
の
上
程
と
な
っ
た
。

　

派
遣
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
派
遣
条
例
の
改
正
に
よ

り
、
通
勤
手
当
や
勤
勉
手
当
、

共
済
費
等
の
負
担
を
派
遣
先

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

４

年

間

で

地

方

創

生

交

付

金

２
，

０
０
０
万
円
に
加
え
、
出
資

金
と
し
て
２
０
０
万
円
を
投

資
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
自
体
は
素
晴
ら
し
い
も

の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
な

ぜ
鉾
田
市
か
ら
職
員
を
派
遣

す
る
の
か
。

が
あ
れ
ば
住
民
の
皆
さ
ん
に

貸
し
出
す
く
ら
い
の
温
か
い

心
構
え
を
も
っ
て
、
震
災
か

ら
な
か
な
か
復
旧
し
な
い
鉾

田
市
の
再
生
に
向
け
て
、
市

長
か
ら
答
弁
を
い
た
だ
き
た

い
。

　
【
市
長
】
区
長
さ
ん
方

に
聞
く
と
、
本
当
に
集

ま
る
場
所
が
な
い
、
ま
し
て

や
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
集
ま

る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
方
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
【
市
長
】
我
が
鉾
田
市
の

自
然
環
境
、
鹿
島
灘
、
関

東
唯
一
の
汽
水
湖
涸
沼
、
そ
し

て
北
浦
が
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
資
源
を
生
か

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
そ
し

て
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と
い

う
部
分
で
、
先
頭
に
立
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　

出
資
金
等
に
反
対

し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
派
遣
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
負

担
が
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
懸

念
し
て
い
る
。

答

答答

答問 問

再
質
問

再
質
問

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

渡 辺  拓 哉 議員二重作  茂兵衛 議員

　

こ
れ
か
ら
の
文
化
施

設
と
し
て
、
音
楽
ホ
ー

ル
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
。
音
楽
ホ
ー

ル
建
設
に
は
時
間
が
か
か
る

た
め
、
先
に
野
外
ス
テ
ー
ジ

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
土
地

の
購
入
や
近
隣
住
民
の
理
解

な
ど
問
題
も
あ
る
が
、
検
討

委
員
会
を
作
っ
て
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
、
宇
都

宮
の
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
の
建
設
費
は

２
億
１
千
万
円
程
で
、
交
流
館

を
白
紙
に
し
て
無
駄
に
し
た

　

市
政
運
営
の
基
本
方
針

の
一
つ
、
「
誇
れ
る
ま

ち
の
創
造
」
で
、
地
の
利
を

生
か
し
、
鹿
島
灘
を
利
用
し

た
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
誘
致
を
図
る

と
あ
る
。
本
市
の
観
光
資
源

で
あ
る
鉾
田
海
水
浴
場
が
あ

る
大
竹
海
岸
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

　

東
関
道
鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
通
し
、
夏
場
の
海
水

浴
客
も
期
待
で
き
る
と
思
う

が
、
大
竹
海
岸
は
売
店
や
休
憩

所
、
ト
イ
レ
等
が
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

金
額
に
比
べ
て
安
い
金
額
で

出
来
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

で
、
集
客
が
伸
び
悩
む
一
つ
の

理
由
と
考
え
る
の
で
、
整
備
に

取
り
組
む
の
は
い
か
が
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
市

が
所
有
し
管
理
す
る
大

竹
海
岸
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
に
整
備
し
て
以

降
、
ト
イ
レ
を
含
め
老
朽
箇

所
の
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

現
段
階
で
大
竹
海
岸
駐
車
場

の
新
た
な
整
備
計
画
は
な
い

が
、
今
後
必
要
に
応
じ
検
討

し
て
い
く
。
併
せ
て
、
交
流

人
口
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘

致
し
、
今
後
も
大
竹
海
岸
を

　
【
市
長
】
例
と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
オ
リ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
で
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
や
賑
わ
い
創

出
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
内

中
心
部
に
建
設
さ
れ
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
に
も
、
千
葉
市

美
浜
区
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
市
内
外
の
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
は
、
市
民
な
ど
が
交
流
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

含
め
た
市
内
の
観
光
資
源
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　

先
日
、
と
っ
ぷ
さ

ん
て
下
の
海
岸
で
、

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
を
大
々
的

に
実
施
し
、
新
聞
で
も
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
と
セ
ッ
ト

に
大
竹
海
岸
で
も
サ
ー
フ
ィ

ン
大
会
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
駐
車
場
か
ら
浜
が
近

い
と
い
う
利
点
も
あ
る
た
め
、

駐
車
場
を
無
料
に
し
た
り
、
ト

イ
レ
の
改
修
を
す
る
な
ど
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
【
市
長
】
と
っ
ぷ
さ
ん

て
下
の
海
岸
が
、
波

施
設
と
し
て
は
大
変
有
効
な

施
設
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本

市
と
同
規
模
の
自
治
体
の
利

用
状
況
や
費
用
対
効
果
を
調

査
研
究
し
、
前
向
き
な
姿
勢

で
い
き
た
い
。

　

若

い

世

代

に

も
、

高
齢
者
世
代
に
も

文
化
施
設
は
必
要
な
の
で
お

願
い
し
た
い
。

が
良
い
と
の
評
判
が
広
が
っ

て
お
り
、
交
流
人
口
を
拡
大

す
る
た
め
に
サ
ー
フ
ィ
ン
大

会
を
誘
致
し
、
「
波
乗
り
鉾
田

メ
ロ
ン
カ
ッ
プ
」
と
題
し
て

実
施
し
た
。
鉾
田
市
は
、
東

に
鹿
島
灘
、
北
に
汽
水
湖
の

涸
沼
、
南
に
北
浦
と
、
こ
の

よ
う
な
自
然
豊
か
な
場
所
は
、

日
本
で
も
鉾
田
以
外
に
な
い

と
自
負
し
て
い
る
。
大
竹
海

岸
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
み
た
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
、
多
く
の
方
に
鉾
田
市

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

考
え
て
い
く
。

答

答 答

問 問

再
質
問

鉾田市に野外ス

テージを

鉾田市の観光資

源「大竹海岸」

の整備を

要
望



9

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

米 川　 宗 司 議員石 津　 武 吉 議員

　

機
構
改
革
に
お
い
て
、
総

務
課
防
災
係
を
危
機
管

理
室
に
昇
格
さ
せ
た
が
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
【
市
長
】
機
構
改
革
の
一

環
と
し
て
、
今
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
災
害
に
対

し
、
防
災
・
防
犯
対
策
の
強
化

に
よ
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
防
災
機
能
の

充
実
を
図
っ
た
。
近
年
、
自
主

防
災
組
織
の
地
域
ご
と
の
取

り
組
み
な
ど
、
よ
り
地
域
防
災

力
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、

危
機
管
理
室
に
管
理
職
を
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
案
に

　

４
月
の
定
期
異
動
の
発

令
に
よ
り
、
異
例
の
降

格
人
事
が
あ
っ
た
と
感
じ
る
。

部
長
か
ら
参
事
職
や
会
計
管

理
者
、
課
長
か
ら
館
長
や
所
長

と
、
こ
れ
ま
で
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
よ

う
な
人
事
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
内
部
組
織
の
問
題
だ
が
、

こ
の
こ
と
を
市
長
は
簡
単
に

考
え
て
は
な
ら
ず
、
組
織
は
や

は
り
内
部
か
ら
崩
れ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
異
例
の
人
事
を

行
っ
て
い
て
は
、
部
下
か
ら
の

信
頼
は
失
わ
れ
る
し
、
ま
た
市

民
か
ら
も
疑
い
の
目
を
か
け

対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速

な
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

危
機
管
理
室
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
迅

速
な
対
応
を
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
職
員
は
増
員
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
業
務
内
容
は

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
職
員
１

名
を
増
員
予
定
だ
っ
た

が
、
増
員
で
き
ず
、
昨
年
同

様
に
臨
時
職
員
で
対
応
し
て

い
る
。
業
務
と
し
て
は
、
よ

り
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努

め
る
た
め
、
各
地
区
で
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
、

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
【
市
長
】
今
回
の
人
事

は
、
職
員
の
異
動
希
望

調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
公

約
で
あ
る
年
功
序
列
人
事
か

ら
適
材
適
所
人
事
へ
の
観
点

を
踏
ま
え
実
施
し
た
も
の
。

部
長
級
職
で
の
異
動
、
課
長

級
職
で
の
異
動
で
あ
り
、
降

格
人
事
に
は
当
た
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

大
変
な
認
識
不
足
。

こ
れ
ま
で
部
長
職

か
ら
下
が
っ
た
例
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
な
ぜ
降
格
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
こ
れ

地
域
で
防
災
訓
練
等
を
モ
デ

ル
的
に
実
施
す
る
な
ど
し
て

い
き
た
い
。

　

危
機
管
理
室
と
な

り
、
当
然
内
容
に
も

変
更
が
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、

例
え
ば
、
昨
日
の
台
風
の
影
響

で
早
々
に
学
校
の
休
校
が
決

ま
っ
た
際
、危
機
管
理
室
で
は
、

気
象
関
係
な
ど
の
情
報
収
集

や
、発
信
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
従
前
に
も

増
し
て
情
報
収
集
等
に
努
め
て

き
た
。
昨
日
の
台
風
に
つ
い
て

も
、
休
校
は
教
育
委
員
会
で
決

ま
で
の
人
事
を
壊
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
市
長
は
人

事
権
が
あ
る
か
ら
何
を
や
っ

て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
職
員
の
不
利
益
に
な

る
よ
う
な
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
。
人
事
委
員
会
が

な
い
か
ら
市
長
の
自
由
だ
と
、

そ
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

　
【
市
長
】
今
回
の
人
事

に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う

な
認
識
は
な
い
。
職
員
を
動

か
す
の
は
、
私
の
た
め
で
は

な
く
、
５
万
市
民
の
た
め
。

　

あ
な
た
の
や
っ
て

い
る
こ
と
は
無
謀

定
し
た
が
、
い
ち
早
く
危
機
管

理
室
へ
連
絡
が
届
き
、
市
長
へ

報
告
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
決

め
て
危
機
管
理
室

に
報
告
す
る
の
で
は
な
く
、
危

機
管
理
室
を
含
め
て
ど
う
す

る
か
協
議
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
と
役
目
が
何
ら
変
わ
ら

な
い
。
こ
れ
か
ら
、
入
梅
の
雨

の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
様
々
な

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
市
民
の
安
全
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
の
安
心
を
構
築

す
る
た
め
、
機
能
を
十
分
に
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
も
の
。
不
利
益
に
な
る

場
合
で
も
何
を
や
っ
て
も
い

い
の
か
。
人
権
も
な
け
れ
ば
、

不
利
益
に
な
る
こ
と
も
な
い

と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
通
し

て
し
ま
う
の
か
。

　
【
市
長
】
私
は
制
度
的

な
も
の
を
踏
ま
え
て
人

事
を
行
っ
た
。
総
合
を
鑑
み

た
中
で
の
人
事
配
置
と
い
う

認
識
で
今
回
の
人
事
発
令
を

行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と

で
は
組
織
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

答

答

答

答

答

答

問 問

提
言

提
言

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

危機管理室の

役割は

異 例 の 人 事 を

行った市長の考

えを問う
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

本
年
度
か
ら
、
社
会
保

険
や
雇
用
保
険
の
手
続

き
に
ま
で
、
個
人
番
号
い
わ
ゆ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と

な
り
、
基
本
的
に
は
通
知
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
手
続
き
が
可
能

だ
が
、
引
っ
越
し
や
婚
姻
な
ど

の
場
合
、
よ
り
早
期
の
手
続
き

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市

を
含
め
、
県
内
わ
ず
か
５
市

町
村
だ
け
が
、
平
日
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
延
長
や
土
日
開

庁
な
ど
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
市
民

の
利
便
性
向
上
に
向
け
、
平

　

広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
か
ら
72
年
を
経

て
、
国
連
本
部
で
、
核
兵
器
禁

止
条
約
が
１
２
２
カ
国
の
圧

倒
的
多
数
で
採
決
さ
れ
、
核

兵
器
は
破
滅
的
な
結
末
を
も

た
ら
す
非
人
道
的
な
兵
器
で
、

国
連
憲
章
や
国
際
人
権
法
な

ど
に
反
す
る
も
の
と
断
言
し

て
い
る
。
こ
の
採
択
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
評
価
し
て

い
る
か
伺
う
。
ま
た
、
ヒ※

バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
を
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど

し
て
、
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
の
開
庁
時
間
延
長
や
、
土

日
開
庁
を
求
め
る
。

　
【
市
民
部
長
】
こ
れ
ま

で
、
郵
送
で
の
申
請
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明

書
交
付
に
よ
り
対
応
し
て
き

た
が
、
郵
送
に
よ
る
手
間
や
、

家
族
に
よ
る
代
理
申
請
が
出

来
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
休

日
開
庁
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー

ド
の
交
付
率
が
８
・
９
％
と
低

く
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
も
平
成
29

年
度
は
２
５
７
件
と
少
な
い

件
数
で
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
で

　
【
市
長
】
国
連
本
部
に

お
い
て
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
評
価
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
に
よ
り
方
向
性

を
明
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
運
動
に
つ
い
て
は
、

市
民
運
動
で
実
施
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

被
爆
者
自
ら
が
提

案
し
進
め
て
い
る

署
名
は
、
世
界
か
ら
核
兵
器

は
限
り
が
あ
り
、
開
庁
時
間
延

長
や
休
日
開
庁
な
ど
、
近
隣
の

状
況
を
踏
ま
え
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

検
討
は
し
て
い
る

が

ま

だ

結

論

に

至
っ
て
い
な
い
と
い
う
印
象

だ
が
、
利
用
頻
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
変
更
は
窓
口
で
の
手
続

き
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
働

い
て
い
る
方
が
住
所
変
更
手

続
き
の
た
め
に
平
日
来
庁
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

学
校
に
通
う
子
ど
も
が
カ
ー

ド
を
受
給
で
き
な
い
な
ど
と

を
な
く
そ
う
と
い
う
趣
旨
で
、

本
市
の
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
と
一
致
す
る
内
容
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

使
っ
て
広
め
る
活
動
は
、
矛

盾
し
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
県
内
の
市
町
村
で

は
、
広
島
や
長
崎
の
平
和
祈

念
式
典
へ
の
、
小
学
生
や
中

学
生
の
継
続
し
た
派
遣
や
、

戦
争
資
料
の
展
示
な
ど
も
積

極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
次
世
代
に
つ
な

が
る
活
動
を
、
本
市
で
も
独

自
の
施
策
と
し
て
進
め
て
欲

い
っ
た
状
況
に
あ
る
。
鹿
行

他
４
市
は
、
す
で
に
平
日
延

長
か
土
日
開
庁
ど
ち
ら
か
を

実
施
し
て
い
る
。
毎
週
、
毎

日
の
実
施
を
求
め
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
も

限
定
し
、
職
員
の
負
担
を
考

慮
し
た
上
で
、
前
向
き
に
検

討
し
て
欲
し
い
。

　
【
市
長
】
鹿
行
４
市
が

様
々
な
形
で
実
施
し
て

い
る
状
況
で
、
隔
週
に
す
る

の
か
平
日
の
延
長
に
す
る
か

等
々
を
含
め
検
討
に
入
る
と

こ
ろ
。
何
ら
か
の
形
で
前
向

き
に
進
め
た
い
。

し
い
。

　
【
総
務
部
長
】
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
に
つ
い

て
は
、
首
長
署
名
と
い
う
こ

と
で
本
市
で
も
署
名
し
て
い

る
が
、
こ
の
運
動
に
つ
い
て

は
、
市
民
運
動
で
実
施
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

平
和
記
念
式
典
へ
の
派
遣

に
関
し
て
は
、
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
。

　

こ
う
い
っ
た
平
和

問
題
で
消
極
的
に

な
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答答

答答

問問

要
望

再
質
問

再
質
問

高 野 　 衛 議員 井 川  倫 士 議員

市民の利便性向

上に向けた窓口

開庁時間

の改善を

市を挙げた核兵

器廃絶運動の推

進を

※ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核

兵器廃絶国際署名
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

水 上 美 智 子 議員郡 司 　 功 議員

　

い
ば
ら
き
防
災
大
学
へ

の
本
市
の
防
災
担
当
者

の
受
講
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、

受
講
者
は
、
居
住
地
の
防
災

担
当
課
に
受
講
申
し
込
み
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
何
名
が
受
講
さ
れ
た

か
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
い
ば
ら

き
防
災
大
学
へ
の
防
災

担
当
者
の
受
講
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
後
期
講
座
に

４
名
が
受
講
し
、
本
年
度
の

後
期
講
座
に
２
名
が
受
講
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
で
は
一
般
の
方
か
ら
の

　

県
内
の
ふ
る
さ
と
納

税

額

が

発

表

さ

れ
、

ト
ッ
プ
の
境
町
が
18
億
７
，

７
２
９
万
円
で
、
鉾
田
市
は
19

番
目
の
３
，
９
８
５
万
円
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、
境
町
と
鉾
田
市

の
違
い
は
何
な
の
か
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
本

市
と
境
町
の
主
な
違
い

が
２
つ
あ
り
、
本
市
が
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
と
い
う

民
間
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
を
利
用
し
て
い
る
の
に
対

し
、
境
町
は
独
自
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
持
ち
、
こ
の
サ

イ
ト
の
運
営
を
、
ふ
る
さ
と

受
講
申
し
込
み
は
な
か
っ
た
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
講
座
の

お
知
ら
せ
を
確
認
で
き
な
い
。

防
災
大
学
は
、
一
般
の
方
も

受
講
で
き
る
の
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
周
知
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
本
市
の

防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
市
の
職
員
が
防
災
士
の

資
格
を
取
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
も
含

め
受
講
し
た
６
名
の
職
員
に

は
女
性
も
含
ま
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

納
税
推
進
室
が
専
任
で
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
返
礼
品
の

数
が
、
本
市
の
１
０
９
件
に

対
し
、
５
１
９
件
と
非
常
に

多
い
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
返
礼
品
を

市
の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
総
務
省
の
通
知

を
順
守
し
、
他
市
町
村
の
よ

り
よ
い
取
り
組
み
等
を
参
考

に
進
め
て
行
き
た
い
。

　

本
市
は
自
主
財
源

が
少
な
く
、
地
方

交
付
税
に
依
存
し
た
財
政
運

　
【
総
務
部
長
】
危
機
管

理
室
の
職
員
は
全
員

男
性
の
た
め
、
今
の
と
こ
ろ

す
べ
て
男
性
職
員
が
受
講
し

て
い
る
。
防
災
大
学
は
、
自

主
防
災
組
織
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
や
、
防
災
対
策
は
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
か
と
い
っ
た

基
本
的
な
内
容
の
講
座
で
あ

る
た
め
、
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な

方
に
聞
い
て
い
た
だ
く
の
が

一
番
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、

区
長
会
や
消
防
団
な
ど
に
も

営
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
収

入
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
は
即
効
力
が
あ

る
。
寄
付
金
で
あ
れ
ば
、
地

方
交
付
税
に
も
影
響
せ
ず
、

財
政
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
も
良
く
な
る

と
考
え
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

が
重
要
で
、
北
海
道
の
上
士

幌
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
財
源
に
少
子
化
対
策
な
ど

を
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
人

口
が
回
復
し
、
境
町
も
14
年

ぶ
り
に
人
口
が
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
よ
う
だ
。
人
口
ビ
ジ
ョ

周
知
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

本
年
度
よ
り
資
格
取
得
費
用

の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
し
、
参

加
を
募
っ
て
行
き
た
い
。

　

助
成
制
度
も
設
け

ら
れ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
女
性
も
受
講
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
の
職
員

や
市
民
の
中
の
リ
ー
ダ
ー
が

防
災
士
の
資
格
を
取
っ
て
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
市
民
を

守
る
と
い
う
意
味
で
も
、
こ

の
事
業
を
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ン
も
含
め
て
ふ
る
さ
と
納
税

を
推
進
す
れ
ば
人
口
も
回
復

し
て
い
く
と
思
う
が
市
長
は

ど
う
思
う
か
。

　
【
市
長
】
い
ろ
い
ろ
な

部
分
で
魅
力
あ
る
市
に

し
て
、
人
口
増
加
を
図
る
た

め
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

市
長
直
属
の
機
関

を
作
っ
て
や
ら
な

い
と
、
今
の
商
工
観
光
課
だ

け
で
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
と
思
う
の
で
、
特
別
な
組

織
を
つ
く
っ
て
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答答

答

答

問問

要
望

再
質
問

再
質
問

防災士養成の取

り組みを

ふるさと納税で

人口減少対策を

提
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

市
長
は
、
発
言
の
一
貫

性
が
な
く
、
議
会
で
採

択
し
た
事
件
を
執
行
し
て
い

な
い
。
文
化
施
設
に
対
す
る

市
民
意
識
調
査
の
凍
結
理
由

に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
市
長
】
市
民
意
識
調

査
に
つ
い
て
は
、
飯
名

地
区
の
市
有
地
に
は
文
化
施

設
を
建
設
し
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
市
民
の
文
化
施
設
に
対

す
る
考
え
を
問
う
た
め
、
平
成

30
年
度
の
予
算
に
計
上
し
た
。

し
か
し
、
市
民
交
流
館
建
設
予

定
地
で
あ
っ
た
飯
名
地
区
で

の
説
明
会
で
、
「
こ
の
土
地
を

　

基
幹
産
業
が
農
業
の
我

が
鉾
田
市
は
、
全
国
第

２
位
の
産
出
額
を
誇
り
、
ト
ッ

プ
を
狙
え
る
ま
で
に
成
長
し

て
い
る
が
、
年
々
環
境
も
変

化
し
て
い
る
。
近
年
、
国
な

ど
の
助
成
が
ポ
イ
ン
ト
制
と

な
り
、
小
規
模
農
家
が
ほ
と

ん
ど
対
象
に
な
ら
な
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
市
独
自
の
支

援
を
考
え
て
も
よ
い
と
思
う

が
考
え
は
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
現

在
、
補
助
事
業
は
、
経

営
面
積
の
拡
大
や
法
人
化
、

担
い
手
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

放
置
せ
ず
、
早
急
に
有
効
活
用

を
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
た
め
、
飯
名
地
区
市

有
地
の
利
活
用
を
最
優
先
事

項
と
し
て
取
り
組
み
、
一
定
程

度
の
目
途
が
立
つ
ま
で
は
、
意

識
調
査
は
凍
結
す
べ
き
と
の

判
断
に
至
っ
た
。
議
決
の
重

み
は
十
分
に
理
解
し
て
お
り
、

そ
の
方
針
を
転
換
し
た
こ
と

に
は
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

　

飯
名
地
区
で
の
説

明
会
で
は
、
市
民
交

流
館
を
造
っ
て
欲
し
い
と
の

意
見
は
あ
っ
た
が
、
代
替
の
施

設
を
造
っ
て
欲
し
い
と
い
う

要
件
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
積

み
上
げ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
お
り
、
比
較
的
規
模

が
大
き
い
農
家
や
、
今
後
拡

大
を
進
め
て
い
く
よ
う
な
農

家
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
数
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
補
助
事
業
は
、
意
欲
あ

る
農
業
者
で
あ
っ
て
も
補
助

の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
、
市
と
し
て
も
、
意
欲

あ
る
農
業
者
が
安
心
し
て
農

業
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
万
全
の
対
策
を

講
じ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
今

意
見
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

文
化
施
設
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
飯
名
地
区
に
造
る
と

勘
違
い
さ
れ
、
混
乱
す
る
か
ら

凍
結
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
【
市
長
】
市
民
交
流
館
は

白
紙
撤
回
と
選
挙
公
約

で
う
た
っ
て
当
選
し
、
信
任
を

得
て
い
る
。
私
の
本
意
と
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
先
を
見

据
え
て
、
文
化
施
設
に
対
す
る

市
民
の
意
識
を
確
認
す
る
た

め
で
、
判
断
材
料
と
い
う
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
も
文
化

施
設
を
否
定
し
て

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

国
は
大
規
模
農
家

を
支
援
す
る
政
策

に
走
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
鉾
田
市
で
も
農
家
が
法

人
化
す
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
や
む
を
得

な
い
と
は
思
う
が
、
家
族
経

営
の
農
家
な
ど
は
、
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
補
助
や
助
成
制
度

が
今
は
ほ
と
ん
ど
対
象
に
な

ら
な
い
。
農
機
具
等
も
非
常

に
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

家
族
経
営
の
農
家
が
こ
の
ま

ま
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
国
や

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
答
弁

し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
凍

結
す
る
意
味
が
理
解
で
き
な

い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
き
ち
ん

と
と
っ
て
、
文
化
施
設
が
必
要

な
の
か
確
認
し
て
か
ら
、
飯
名

地
区
市
有
地
の
利
活
用
に
取

り
組
む
べ
き
。
市
長
が
ど
う

考
え
て
い
る
か
再
度
伺
う
。

　
【
市
長
】
意
識
調
査
凍

結
は
、
飯
名
地
区
市

有
地
に
造
る
ア
ン
ケ
ー
ト
だ

と
混
同
さ
れ
る
た
め
。
ま
た
、

公
約
ど
お
り
、
飯
名
地
区
の

市
有
地
に
は
文
化
施
設
は
造

り
ま
せ
ん
。

県
は
ポ
イ
ン
ト
制
だ
と
か
、

組
合
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
だ

め
だ
と
か
言
わ
れ
る
の
で
、

そ
こ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
意
味

で
、
市
独
自
に
、
少
し
で
も

補
助
が
あ
れ
ば
頑
張
れ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
意

欲
あ
る
農
家
が
安
定
し

て
農
業
を
続
け
て
い
け
る
よ

う
、
市
と
し
て
も
そ
れ
を
応

援
す
る
の
が
使
命
。
予
算
に

限
り
が
あ
る
が
、
で
き
る
限

り
応
援
を
し
て
い
け
る
よ
う

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

答

答

答

答

答

問問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

入 江 　 晃 議員 亀 山 　 彰 議員

議決の重みをど

う考えているの

か

小規模農家に市

独自の支援を
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

7 日 ＴＸ茨城空港延伸議会期成同盟会

設立総会

15 日 議会運営委員会

17 日 鹿行政経懇話会５月例会

18 日 経済建設常任委員会

21 日 大洗鹿島線を育てる沿線市町会議

総会

25 日 全員協議会

30 日 全国市議会議長会定期総会

1 日 議会運営委員会

８日～ 22 日 平成 30 年第２回定例会

8 日 全員協議会

13 日 議会運営委員会

14 日 議会運営委員会

18 日 総務企画常任委員会

19 日 経済建設常任委員会

19 日 茨城空港利用促進等協議会総会

20 日 厚生文教常任委員会

22 日 全員協議会／議会運営委員会／

議会広報編集委員会

25 日 ラムサール登録湿地市町議長会役

員会・総会

3 日 在日米軍再編に係る訓練移転先６

基地関係市町村連絡協議会総会

4 日 国道354号線整備促進協議会総会

9 日 議会広報編集委員会

9 日 霞ヶ浦北浦治水利水促進同盟会総会／

東関東自動車道水戸線潮来～鉾田

間建設促進期成同盟会総会

12 日～ 13 日 茨城県市議会議長会視察研修会

（福島県郡山市）

16 日～ 18 日 総務企画常任委員会行政視察

（熊本県山鹿市・荒尾市・熊本市）

20 日 議会広報編集委員会

24 日 全員協議会

27 日 茨城県東市議会議長会

30 日 経済建設常任委員会

主な議会の動静

　

本
市
の
出
生
数
は
、
昨

年
度
50
人
減
と
い
う
状

況
に
陥
り
、
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
。
公
立
幼
稚
園
の
本
年
度

の
就
園
率
も
大
き
く
低
下
し

て
い
る
。
国
の
推
進
す
る
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
も
含
め
、

来
年
度
計
画
さ
れ
て
い
る
幼

保
無
償
化
を
視
野
に
入
れ
た

協
議
会
等
の
設
置
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
民
間
事
業

所
を
活
か
す
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
保
育
の
質
の
向
上
と
平

準
化
が
求
め
ら
れ
る
。
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
が
図
ら
れ
る

た
め
に
、
厚
生
労
働
省
の
改
正

保
育
指
針
に
基
づ
い
た
保
育

内
容
等
の
具
現
化
に
向
け
、
市

内
保
育
所
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
働
き
か
け
る
の
か
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
市

内
の
各
保
育
園
で
は
、

保
育
士
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
潮
来
市
、
行
方
市
内
の

保
育
園
と
構
成
す
る
協
議
会

や
、
県
主
催
の
研
修
会
を
通

じ
、
知
識
や
技
術
の
習
得
、
維

持
、
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
で
は
、
保
育

支
援
者
を
配
置
す
る
な
ど
、
保

育
士
の
働
き
や
す
い
環
境
整

備
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
、

指
導
体
制
の
強
化
等
に
よ
り
、

保
育
の
平
準
化
を
図
り
た
い
。

　

私
立
を
含
め
、
実

際
の
現
場
を
知
る

主
任
ク
ラ
ス
の
研
修
会
や
、

訪
問
型
の
研
修
等
が
実
施
さ

れ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
本
市
で
は
、
小
学
校

と
の
幼
保
連
携
の
学
習
会
や

家
庭
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
保
育

の
平
準
化
を
さ
ら
に
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
連

携
強
化
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
平
準
化
に
向
け
研
修

等
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

国
で
は
、
人
材
確

保
の
た
め
、
技
能

経
験
に
応
じ
た
処
遇
改
善
加

算
を
実
施
し
て
い
る
が
、
保

育
士
の
確
保
及
び
保
育
の
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
治

体
独
自
に
手
当
等
の
支
援
を

実
施
し
て
い
る
先
進
事
例
も

あ
る
。
本
市
で
も
独
自
に
手

当
支
給
な
ど
の
制
度
を
設
け

る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
本

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

答

答

答

問

再
質
問

再
質
問

 ５月 

６月 

７月 

髙 埜　 栄 治 議員

保育の平準化に

向けた本市の取

り組みは
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カンムリカイツブリの天然記念物指定を求める請願書

審議結果：不採択
【請願内容】

　カンムリカイツブリを鉾田市の財産として保護し、鉾田市の貴重な資源として今後の発展・振

興に寄与できる環境を整えることは重要なことであることとして、次のことを求めた請願です。

　１．北浦北部で繁殖するカンムリカイツブリと営巣する地域を鉾田市の天然記念物に指定す

ること

　２．カンムリカイツブリの保護のために適切な措置を講じること

【審査内容】

　本請願は、厚生文教常任委員会に付託され、現況や資料の調査など計 3 回の審査が行われま

した。審査では、貴重な野鳥を保護したいという請願趣旨に賛同できるとの意見も出ましたが、

利害関係者との合意形成ができていない現段階では採択すべきでないとの意見が多数を占め、

委員会では賛成少数で不採択となりました。

監的壕の史跡指定を求める請願書

審議結果：趣旨採択※

【請願内容】

　１．吾妻原に残る「監的壕」を鉾田市の史跡に指定すること

　２．監的壕に隣接する用地を確保し、駐車場などの施設を整備して市民が歴史を学ぶ場を用

意すること

　３．監的壕の保存のために必要な措置を講じる

こと

【審査内容】

　本請願は、厚生文教常任委員会に付託され、現

地調査など計 3 回の審査が行われました。審査で

は、監的壕が移設されていることから史跡指定は

できないが、請願趣旨には賛同でき、市民の平和

教育のためにも案内板を設置するなど保護活用を

進めていく必要があるなどの意見があり、委員会

では全会一致で趣旨採択となりました。

※　趣旨採択とは、採択はできないが、請願の趣旨に

は賛同できるとした議決

請 願 審 査

監的壕ってなに？

　監的壕とは、監的所ともいい射撃や砲

撃の着弾点や命中率を確認するために造

られた軍事施設です。鉾田市では大洋水

道事務所近くに現存しています。

（旧鉾田陸軍飛行学校で使用した監的壕）
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茨城県知事に意見書を提出しました

鉾田保健所廃止に反対する意見書

議決結果：可決（全会一致）

　茨城県は、保健所の再編計画として、現在ある12の保健所を9か所に集約し、潮来保健所に鉾田

保健所を統合しようとしています。鉾田市議会では、鉾田保健所存続のため「鉾田保健所廃止に

反対する意見書」を茨城県知事あてに提出しました。

【意見書内容（一部抜粋）】

　人口減少が進む鹿行北部地域の活力の低下及び住民や業者の各種の相談・申請手続きに係る

影響のほか、感染症発生時等の迅速な対応が、懸念されるところである。また、潮来保健所に統

合されると、移動には、精神的、労力的な多大な負担を与え

ることは明白である。以上のことから、下記の事項を強く

求める。

　・鉾田保健所を現状のまま存続させ、住民サービスを維

持し、災害時等への対応に十分配慮すること。

市民の健康を守る保健所

　感染症対策や母子保健、食品

衛生に関することなど多岐にわ

たる業務を行っています。

　平成28年６月から選挙権年齢が

18歳に引き下げられ、高校３年生

は、18歳の誕生日を迎えると有権

者となります。

　今定例会を鉾田第二高等学校の

３年生が傍聴し、その感想が届いた

ので紹介します。

　　ニュースでしか見たことのなかった議会を高校生で傍聴できたのはとても貴重な経験に

なった。今回、議会を傍聴し政治について興味をもった。選挙権が 18 歳になったので、自分

も市民の一人として選挙に参加しようと思った。 

 

　　鉾田の現状をふまえ、これからの政治方針について真剣に討論している様子を聞く機会を

得ることができてよかった。また、これらの議論があるおかげで私たちが安心して暮らせてい

ることが分かった。意見をもって生活していきたいと思った。また傍聴してみたい。 

 

　　議員さん一人一人が自分の考えをきちんと持っていて、市についてよく考えてくださって

いると感じました。私たちも 18 歳になるので地域についてよく考え、意見をだし、選挙に積

極的に参加しようと思いました。 

鉾田第二高等学校

高 校
３年生が 議会を傍聴しました!
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平成30年第３回（９月）定例会の予定

　平成 30 年第 2 回定例会を傍聴いたしまし

た。初めての傍聴ですが、各議員の多種多様

な質問に驚きました。

　さて、「平成 29 年度市政運営にかかわる市

民満足度調査」においては、交通の不便、福

祉・医療の充実、まちの活気、生活基盤整備

など、市民生活に密着に関連した問題に関心

が集まっております。各議員の得意分野を生

かし、一つでも多くの問題を解決していただ

くことを望んでおります。

　議会は市民の代表として市政をチェックす

る機能を持っております。鉾田市の未来を見

据え、活発な議論を期待しております。

鉾田市青柳

小 島 　 敏

次回の定例会は

９月４日（火）～
開会は 午前 10 時です

議会は、どなたでも傍聴できます。

事前の予約は不要ですので、市役所３階議会事務

局にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

議会を傍聴してみませんか！

日 月 火 水 木 金 土

8/26 27 28 29 30 31 9/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23

30

24 25 26 27 28 29

※日程は変更になる場合があります。

平成30年第２回（６月）定例会の

 延傍聴者数　177名

本会議
（開会）

一般質問

常任
委員会

一般質問 一般質問

常任
委員会

常任
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会

本会議
（閉会）

「日頃の成果を発揮！
～高齢者いきいきスポーツ大会～」

編 集 後 記

　６月 29 日付茨城新聞に「境町、ハワイ友好

に力」とあった。県西地区の境町がハワイで「境

町ウィーク」と銘打って、花火大会や町民に

よるフラダンス披露、特産のさしま茶の試飲

や煎餅の試食を実施したとあり、町民 113 名

もが参加していた。将来は友好交流都市協定

を目指すとのことである。都市協定が締結さ

れれば、町長は子どもの語学留学や経済交流

を促進したいとも書いてあった。イベントの

財源はふるさと納税の寄付金の一部を充てて

いるといわれている。街の活性化にはやはり

財源が絶対必要。とりあえず、ふるさと納税

寄付額県内一位を目指して＂頑張れ鉾田 !!＂

　ちなみに、境町はふるさと納税額 18 億円、

鉾田市は 4 千万円。
（郡司　功　記）

　　　委 員 長　　渡辺　拓哉

　　　副委員長　　小沼　　勝　

　　　委　　員　　石津　武吉　　郡司　　功

　　　　　　　　　入江　　晃　　井川　倫士

傍 聴 者 声の

編
集
委
員

本会議 本会議


